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p<.001, RMSEA=.075).  
併存妥当性: TCM-NCSとCOSCHN及び＜コミットメント＞との間に有意な弱い正の相関が認められ




























































 平成 29年 2月 8日，第 1回博士論文審査委員会を開催した．愛知県立大学大学院看護学研究科学位
審査規程第 13条および看護学研究科博士後期課程の学位に関する内規第 14条，第 16条に基づき，審
査委員 5名で博士論文の審査を行った．本論文については，上記第 16条の条件を満たしていることを
確認し，最終試験を実施することとした． 



































 研究 2では，研究 1で抽出した 3カテゴリーを構成概念として，「フィジー地域保健看護師コミュニ
ティ・オリエンテーション尺度（以下，COSCHN）」を構成し，信頼性・妥当性を検証した．フィジー




 構成概念妥当性検証では，設定した 3因子構造ではなく，3因子のうちの 1因子が 2分された 4因子
構造となったが，分離した 2因子は納得できる構成であり，当初設定した概念を損なうものではないと













 年齢，担当人口，研修参加回数が COSCHN全体，あるいは下位因子と有意な関連を示し，また CHNs
の個人の努力によるところが大きい＜コミットメント＞＜信頼関係＞と，住民を動かす側面を含む＜主
体性促進＞＜合意形成＞の間には，異なる傾向があることが示唆された． 
 本尺度は，効果的な地域活動の基盤となる志向性リストとして CHNs の自己評価に，また指導者が
CHNsの特徴を把握しての指導や研修企画に活用できる．本尺度は，政策・保健システム等が類似して
いる大洋州島嶼国において，適用できる可能性がある. 
 公開最終試験では，審査委員から本研究結果を，フィジーの CHNs の質向上に具体的にどのように
用いるのか，大洋州島嶼国その他の国々への応用は可能かなどの質問に対して，フィジーの CHNs 研
修の現状に言及しながら適切に回答がなされた．質的研究で示されたカテゴリー間の構造と，尺度の因
子構造との関連性に関する質問では，3次以上の高次モデルの可能性については検討しておらず今後の
課題だと思われる．博士課程での学修成果として，研究方法や分析手法など，入学時の予想を超えた学
修をすることができたが，まだ不十分な面もあることを自覚しており，今後さらに研鑽を積んでいきた
いと語られた． 
 海外での調査にあたり，現地のキーパーソンの協力を取り付け，保健省などと交渉しながら調査の準
備をし，交通・通信の不便な地域からの回収など，途上国ならではの研究の質担保上の困難に直面しな
がらも工夫を凝らして乗り越えたその研究遂行過程を通して，研究者としての技術や態度を修得したこ
とが伺える．また，フィジー保健省にも提出可能な英語論文を作成できたことは，博士論文に相当する
成果だと思われる． 
 以上より，本学位審査委員会は，提出された本論文が愛知県立大学大学院看護学研究科博士後期課
程の学位に関する内規第 16条 2項の審査基準を満たしており，看護学の発展に寄与する学術上価値
ある論文であり，申請者が看護専門領域における十分な学識と研究者としての能力を有するものであ
ると確認したので，博士（看護学）の学位を授与するに値するものと全員一致で判断した． 
 
